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例 言

ー 本書は、三重県多気郡多気町牧字門阪に所在する、門阪遺跡（もんさかいせき）の発掘調査報

告書である。

2
 
本書は、平成 8年度農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の第 7分冊である。

3
 
調壺にかかる費用は、その一部を国庫補助を受けて三重県教育委員会が、他を三重県農林水産

部と地元多気町が負担した。

4
 
調在および整理の体制は以下の通りである。

調在主体 三重県教育委員会

調在担当 三菫県埋蔵文化財センター 調査第一課 主事 越

伊
賀

藤
弘

裕

幸

之

整理担当 三重県埋蔵文化財センター 調在第一課・管理指導課

足立純子、有川芳子、石橋秀芙、井村浩子、柿原清子、川口愛、楠純子、倉田由起子、

小林桂代子、須賀幸枝、杉原泰子、武村千春、田中美樹、豊田幸子、中川章世、

中山豊子、西田衣里、西村秋子、長谷いずみ、八田明美、浜崎佳代、早川陽子、

松本春美、松月浩子、三谷朱美、森島公子、柳田敬子

5
 
調査にあたっては、戸重県農林水産部農地整備課、松阪農林事務所、多気町教育委員会、多気

町産業課および地元の方々からご協力を頂いた。

6
 
遺構の実測は、調脊担当者の他、三直県埋蔵文化財センター調在第一課の前川嘉宏、坂倉一光

が行った。

7
 
本書の執筆は伊藤、越賀が分担して行い、

影は越賀が行った。

目次に明記した。全体の編集は伊藤が行い、写真撮

8
 
本書の方位は、真北を用いた。なお、磁北方位は、西偏 6度20分（平成5年、国土地理院）で

ある。

9
 
本書で用いた遺構表示記号は、下記の通りである。

SB=掘建柱建物 SK=土坑 SD=溝 SA=柱列 SZ=不明遺構

10 本書で報告した記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

11 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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1 調査に至る経過

門阪遺跡は、多気郡多気町牧字門阪に所在する遺

跡である。平成8年度県営畜産経営環境整備事業

（多気勢和地区・中牧団地）に伴う発掘調査である。

今回の調在区は、平成5年に実施された試掘調査に

より遺構が確認された800m2tこついてである。調脊

期問は、平成8年6月24日から 7月30日までの37日

間である。なお、 7月27日には、地元向けに現地説

明会を実施した。 （伊藤裕之）

2 位置と環境

門阪遺跡(1)は、行政上は多気郡多気町牧に位置す

る。台高山脈の国見山、高見山の奥深くに源を発す

る櫛田川は、上流では深い谷を刻み、中流域では河

岸段丘を発逹させ、下流では豊かな沖積平野を形成

する県下有数の大河川である。生活の痕跡となる遺

跡は、旧石器時代から中近世に至るまで、櫛田川流

域沿いには数多く見られる。

門阪遺跡のある多気町牧は、櫛田川右岸の中流域

にあり、櫛田川が大きく蛇行しながら形成した標高

40mほどの河岸段丘上に位置する。段丘後背には丘

陵端部が舌状に張り出し、その先端頂部は浅間山と

称され、現在でも浅間信仰の対象となっている。丘

陵の鞍部は、鍋倉峠とよばれ、中牧と北牧とを分け

ている。同峠の西側は字扇館といい、その南方の標

高100mの山頂平坦地には牧城跡呪2)が所在する。

「勢陽五鈴遺響」には「岡小四郎住セリ北畠家臣ナ

リR」の記述がある。

県道勢和兄国松阪線が真っ直ぐに伊勢自動車道の

下をくぐる現在では、峠の面影を偲ぶ由もないが、

門阪遺跡の南100mのところの十字路には、江戸中

期頃の道別れ地蔵が立ち、 「右いせみち」 「左まつ

さかみち」と刻まれているのが読める。伊勢本街道

と対岸の広瀬に通じる渡船場に向かう街道との分岐

である。当遺跡のすぐ東を通るこの道は、根木峠を

経て和歌山街道に通じる短絡路（大師道）であった冗

牧周辺は、津留と並んで、交通の要所であったこと

が伺える。今でこそ、静かな農村に過ぎないが、江

戸時代までは参宮客で賑わったことであろう。

さて、歴史的に周辺を概観すると、櫛田川中流域

の河岸段丘面上には、旧石器時代から縄文時代にか

けての遺跡は多い。旧石器時代の野々尻遺跡(3)、縄
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文時代早期の大原堀遺跡刊4)、堀木遺跡(5)、柳浦遺

跡(6)がある。中期になると、新殿木戸遺跡:1)がある。

後期では、対岸に王子広遺跡刊8)がある。門阪遺跡

周辺でも縄文時代の遺物包含地は多く、津留周辺の

大久保遺跡(9)、合道遺跡(1~、鎌岩遺跡(11)、上牧周辺

の中ノ平西遺跡(1~、中ノ平東遺跡(13)、脇ノセコ遺跡

⑭、左岸の上ノ広遺跡R(1窃、大原堀遺跡、王子広遺

跡、北牧周辺の花の木遺跡0)(1~、奥ホリ遺跡⑬、浅

問山北遺跡®(1~、浅間山南遺跡呪~9)、勢和村丹生の下

村A遺跡⑩(2~ 等がある。

弥生時代になると、遺跡分布は中流域から下流域

に移行し、中流域の遺跡は激減する。歴史時代とな

ると、白鳳期の創建と考えられる御麻生薗廃寺⑪(21) 

をはじめとして、この地域でも寺院の建立が盛んに

なってくる。牧瓦窯跡群⑫(2~ は8世紀初めから中頃

に操業されたと考えられる窯跡で、 7基の登り窯と

1基の平窯が確認された。御麻生薗廃寺や松阪市丹

生寺町の丹生寺廃寺へ瓦を供給していたことが判明

している。この地も、仏教の典隆を迎えたことが窺

える。平安時代になると、神仏習合思想に基づいて

丹生成就院神宮寺(2~が建立される。神宮寺は、丹生

での水銀採掘や女人高野としての篤い信仰などによ

り繁栄した。水銀は伊勢国の特産物として奈良•平

安時代から盛んに採掘されたようであるが、江戸時

代中頃には途絶える。

律令制下では、度会・飯野両郡とともに多気郡は

神三郡として、伊勢神宮の政治的・経済的支配に組

み込まれ、多くの御厨・御園が設置されていく。ま

た、寺社の荘園も設置されていくが、神宮や各寺社

との間にはしばしば紛争がおこるのである。

律令制と関わりの深い条里制は、当地の東側の相
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ノ上遺跡⑳、宮谷遺跡偽、牧城があり、浅間山両山

麓に中世の遺跡がひろがる形となっている。

南北朝の激しい争乱の後も、伊勢国司として北畠

氏は度会郡を引き続き支配するが、やがて織田信長

の伊勢侵攻により滅亡し、中世的社会も終末を迎え、

織豊政権下に組み込まれていくのである。

（伊藤裕之）

゜墨~圃迄遥閲涎こ忍躙稼駆忍t

「松阪」 「横野」 「国束山」 1:25,000より）
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第 5図 調査区東壁土層断面図 (1:100) 
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3 層位と遺構

1 . 基本層位

調査区は、櫛田川中流域右岸、現況は標高40mの

水田である。櫛田川が、右岸に張り出した丘陵に沿っ

て大きく蛇行する部分で川に向かってなだらかに傾

斜する段丘上に位置する。

基本層序は、耕作土・床土直下に明褐色土（遺物

包含層）が広がり、その下層に明褐色系を中心とす

る砂質土あるいは砂の基盤層が存在する。

調在区の北西部分においては、包含層である明褐

色土の下に黒色粘質土層が約60cmの深さで堆積し

ていたが、この黒色粘質土層上面では明確な遺構検

出はできなかった。但し、中世の生活面は、黒色粘

質土層上にも存在していた可能性は高い。

調脊区の数力所には、近世以降のものと思われる

土坑があり、 ID,---.__,50cmの礫が多量に投棄されていた。

おそらく開墾時に礫を投棄したものと思われる。

（越賀弘幸）

2. 遺構

今回の調在で確認された遺構は、大半が中世後半

のものであり、奈良時代後半頃と平安時代頃のもの

もわずかであるが確認された。

(1) 中世以前の遺構

（イ）土坑

SK38 調査区南部分の中央部で検出した東西約

0.4m、深さ約0.05mの土坑であるが、浅い窪みの

可能性もある。 SD37に切られており、南北の規模

は不明である。平安時代後期頃の土師器甕が出土し

ている。

SK40 調脊区南東部分で検出した南北約0.6m、

東西約0.7m、深さ約0.2mの土坑である。奈良時代

頃の土師器甕と杯が出土している。

(2) 中世の遺構

この時期の遺構には、掘建柱建物・柱列・土坑．

溝のほか、多数のピットが認められる。およそ14世

紀後半から16世紀前半にかけてのものがほとんどで

あるが、 13世紀前半頃のものも一部認められる。

（イ）掘建柱建物

SB 5 1 (第6図） 調査区中央部で検出した掘建

柱建物である。東西4間（約7.6m)、南北2間

（約3.6m)の総柱建物と思われる。また、いくつ

かの柱穴底部には根石が配置されており、その石を

追って東側を精査したところ、建物南辺においてS

-6-

K17埋土下にも同規模の柱穴・根石を検出した。し

かし、北辺においては柱穴・根石ともに確認できな

かった。柱間は、東西方向が約l.8,....._.,l.9m、南北方

向が約1.8mである。柱穴からは土師器皿・鍋・甕、

陶器甕等が出土しており、東側2間分の柱穴がSK

17に切られていることから、 15世紀前半以前のもの

であると考えられる。

（口）土坑

SK4 調査区北東部分で検出した東西約2.0m、

南北約1.2m、深さ約0.3,....._.,0.5mの土坑である。土

坑の西側半分は北辺のみに石組みが残っており、東

側部分よりも一段深くなっている。 2墓の土坑が存

在したと考えられるが、明確な埋土の差異や出土土

器から見た時期の差異も認められなかった。土師器

1II1・鍋・甕、陶器甕・鉢・山茶椀等が出土しており、

13世紀後葉,....._.,14世紀初頃の遺構と考えられる。 SD

6を切っている。

SK7 調査区北東部分で検出した南北約0.6m、

深さ約0.3mの土坑である。東側は別の小穴によっ

て切られており、規模は確認できなかった。埋土中

から直径約20cmの平石が出土した。柱穴である可

能性もある。出土遺物は中世の土師器片が数点ある

だけで、明確な時期は不明である。

SK 1 1 (第7図） 調査区中央部分の東壁付近で

検出した直径約0.9m、深さ約0.8mの陶器甕が埋め

られている。出土遺物には縄文土器片、土師器皿・
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甕、陶器鉢・山茶椀、銭貨（煕寧元賓）等がある。

土師器皿の外面底部に、重ね焼き痕と考えられる焼

成不良が認められるものが1点出土している。 15世

紀前半頃の遺構と考えられる。

SK  1 6 (第12図） 調査区中央部分で検出した南

北約1.3m、深さ約0.4mの土坑である。西側はSK

17に切られており、規模は不明である。底は2段に

なっており、 2つの遺構が重複している可能性もあ

るが、明確な埋土の差は認められなかった。土師器

皿・鍋・甕等室町時代の遺物が出土していることと、

@ 吋
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叶
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第12図 SK16、SK17、SK23 実測図 (1:40)
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S K23を切っていることから、 15世紀前半頃の遺構

であると考えられる。

SK 1 7 (第12図） 調査区中央部分で検出した南

北約4.5m、東西約3.3m、深さ約 0.2mの土坑であ

る。南辺にのみ石組みが残る。石組みは内側に面を

揃えており、 1段ないし2段分が残存していた。石

組みより南側は石組みの掘形と考えられる。出土遺

物は土師器皿・鍋・甕・椀・加工円盤、陶器甕・鉢・

山茶椀等があり、 15世紀前半頃のSK16より新しい

遺構であると考えられる。 SK16、SK17、SK23 

の境界あたりに焼土混じりの部分を検出したが、浅

い窪み状のものであったため、詳細は不明である。

SK 2 3 (第12図） 調査区中央部分で検出した東

西約3.0m、深さ約0.2mの土坑である。北部はSD

10に切られ、南部はSK16、SK17に切られていた。

また、 SDlOとの境界あたりに溝の肩の補強用のも

のと考えられる20,...__,30cm大の礫を検出した。出土

遺物は土師器皿・鍋、陶器山茶椀、瓦等がある。 14

,...__,15世紀前半頃の遺構と考えられる。

SK 2 6 (第8図） 調査区南東部分で検出した南

北約3.0m、東西約2.6m、深さ約0.2mの周囲に石

組みを持つ土坑である。内側に面を揃えて20,...__,30c

m大の礫が一段並べられており、南辺はすべて残っ

ていた。出土遺物は土師器1IIl• 鍋・羽釜、陶器甕．

山茶椀、釘状の鉄製品等があり、 15世紀前半頃の遺

構と考えられる。

SK 3 1 (第9図） 調査区南東部分で検出した東

西約1.3m、南北約l.lm、深さ約0.2mの土坑であ

る。土坑縁辺部から山茶椀が3点出土している。ま

た、土坑中央部に10cm大の礫が 1個確認できた。

出土遺物は土師器皿・鍋・甕、陶器山茶椀等がある。

山茶椀の時期から13世紀中頃の遺構であると考えら

れる。土坑の規模や出土遺物から、中世墓の可能性

もあるが、詳細は不明である。

SK32 調査区南東部分で検出した南北約1.3m、

東西約l.Om、深さ約0.2mの土坑である。土坑西壁

に20,...__,30cm大の礫が4個残っている。西壁以外で

は、礫や掘形は検出できなかったが、周囲に石組み

p , 

~ 
p 
41-00m 

吋

璽呂．

w゚

第13図 SK36 実測図 (1:40) 
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を持つ土坑であった可能性もある。土師器皿・鍋．

甕、炭化木などが出土しており、 14世紀頃の遺構と

考えられる。

SK 3 3 (第10図） 調査区南東部分で検出した南

北約1.8m、東西約1.3m、深さ約0.5mの土坑であ

る。南側半分には最大3段の石組みが確認できた。

一見、石組井戸にも見えるが、深さ約0.5m程で砂

質の基盤層が検出され、井戸とは考えにくい。周辺

の土坑と同様の周囲に石組みを持つ土坑と考えられ

る。土師器皿・鍋・甕・椀、陶器甕・山茶椀、不明

鉄製品等の遺物が出土している。 14世紀以後の遺構

と考えられる。

SK36 調査区南部分で検出した南北約4.5m、

東西約3.3m、深さ約0.2mの周囲に石組みを持つ土

坑である。他の土坑と同様に石組みは内側に面を揃

えている。北辺と南辺は比較的石の残りがよく、東

辺では石は少ないが、石の残っていない部分で抜き

取り痕と思われるピットを確認した。西辺は撹乱に

より、石、抜き取り痕ともに確認できなかった。ま

た、土坑中央部から北西側の床面に、 5------20cm程の

石が敷かれていたが、それ以外の箇所では検出でき

なかった。出土遺物は土師器皿・甕、ロクロ土師器

椀、陶器甕・鉢・山茶椀、不明鉄製品等がある。ほ

ぼ13世紀前頃の遺構と考えられる。

（ハ）柱列

SA 5 2 (第6図） 調査区中央部東寄りで検出し

た南北の柱列である。 6問分約10.8mの柱列と思わ

れるが、北から2基目と 4基目のピットについては

確認できなかった。柱列には根石が配置されており、

ほぼ遺構検出面とほぼ同レベルで石が確認できた。

柱列からの出土遺物はなく、時期は明確ではないが、

S K23内では確認できたが、 SK16内では確認でき

なかったことから、 SK23より新し<S K16より古

いと考えられ、ほぼ15世紀前半頃のものと考えられ

る。

SA 5 3 (第6図） 調査区中央部で検出したSA

52に直交する柱列である。東西4間約8.6mの柱列

と考えられる。 SB51の南辺に沿うように検出され

たが、切り合い関係は不明である。 SA52との交点

にあたる東端のピットは根石のレベル等から、共有

していなかった可能性もあるが、今回の報告では直

-11一

交する2本の柱列と考えておくことにする。柱穴か

らは土師器皿・鍋、陶器甕・墨書のある山茶椀等の

破片が出土しているのみで、明確な時期はわからな

いが、 SA52とほぼ同時期のものとみてよいだろう。

（二）溝

S03 調査区北西部の黒色粘質土層の下で検出し

た検出延長約8.3m、幅約 0.6m、深さ約O.lmの溝

である。ほぼ南北に蛇行しながら北部は調査区外に

延びる。土師器皿・鍋、陶器甕・山茶椀等が出土し

ている。 15世紀後半---....,16世紀初頭にかけて埋まった

ものと考えられる。また、東西に走るSDlOと近い

レベルの溝であり、直交する可能性もあるが、交点

付近では双方とも溝は検出できなかった。

SD 1 0 調査区中央部をほぼ東西に走る溝である。

規模は東側で幅約1.5m、深さ約0.8m、西側で幅約

0.6m、深さ0.6m、深さ約0.lm、東西検出延長は

約15mである。 SK23を切っている。また、東壁付

近ではSKllを避けるように北に屈曲し、幅も広が

り、深くなっており、調査区外に延びる。出土遺物

は13---....,14世紀頃と16世紀頃の大きく 2時期に分かれ

るため、調査区東壁付近には別遺構があった可能性

もあるが、溝埋土の観察では確認できなかった。黒

色粘質土層のある調査区西部分では検出できず、 S

D3との関係も不詳である。出土遺物としては、土

師器皿・鍋・羽釜・茶釜蓋・甕、陶器甕・椀・鉢．

山茶椀、砥石等がある。 16世紀頃の遺構と考えられ

る。

（ホ）不明遺構

S Z 9 (第11図） 調査区中央部北寄りで検出した

周囲に石組みを持つ東西約2.0m、南北約2.8m、深

さ約0.2mの土坑である。南辺と東辺では内側にほ

ぼ面をそろえた状態で石組みが残っており、北辺と

西辺には残っていなかった。また、土坑中央部には

石組みに使われていたと思われる30,.....,50cm大の礫

が数個確認された。土坑内の床面は、東に深く西に

浅い状態で踏み固められていた。北辺の石組み掘形

埋土の下層から柱穴を2基検出した。土師器皿・鍋・

甕、陶器甕・山茶椀、釘状の鉄製品等が出土してい

る。 15世紀前半頃の遺構と考えられる。

（越賀弘幸）



遺構名 誌 規 模 特 徴 主な遺物 時代 備 考

B2 
土直径坑約で0あ.9m、深さ約0.lmの円形 黒さ褐はわ色埋ず土か下でであ検った出。したため、 深 1以5C降代SK 1 土師器皿、鍋片

,...__,B3 る。

SK 2 D3 東籾西.2約mlの.l土m坑、で南あ北る約。1.4m、深さ SIBを切っている。
土杯茶師器陶皿・鍋・
椀、 器甕・山 室町期

B2 
検さ内出延）.l長m約の8溝.3でmあ、る幅。約0.6m、深 調北出部査した区は北、調ほ部査ぼの区南黒外北褐にに延色蛇び土行層るし。のな下がでら検、土陶師器器甕皿・山・鍋茶椀、

15後
SD 3 ~16初 常滑窯産の陶器甕
-----B4 

東籾西.3約rn2"'-'().0m.5、rn南の北土約坑1.で2mある、。深さ
土み一坑段が深残の西っく側てな半おっ分りては、い北東る辺側。部のSD6み分をによ切石り組もっ土甕山、茶師陶椀器器1Ill甕・ ・鍋鉢．・ 13C4後C SK 4 E2 ,..,___, 1 伊藤編年のIlb前半の土師器鍋

ている。
初

SK 5 E2 東籾西.約lm1の.5土m坑、で南あ北る約。l.Om、深さ 浅い窪みか？ 土師器片 中世

SD 6 E2 幅深籾さM.4m.l、m東の西溝検で出あ延る長。約2.0m、K東は4側検に出は切で調らき査れな区てか外おっにりた延、。びそ、れ西以側西はでS 土甕師器皿・鍋、 室町

切南で北あられ約る0。て.東6おm側り、は、深別規さ模の約小は0確穴.3認mにのでよ土きっ坑てな 埋土中したか。ら柱直穴径で約あ20るcm可の能平性石もが
SK 7 E3 出る土。 あ 土師器片 中世

かった。

D3 
幅深紅さ~).5m.l、m東の西溝検で出あ延る長。約7.0m、途東外出中側でに延SK2きでびなはにかるSDIよ。っ黒たっOにて褐。切切色ら土られれ以、て西調でい査はる検。区SD 8 土師器皿、鍋 室町

~F3 

D3 
周南で北囲あ約にる石。2.組8mみ、を深持さつ約東0西.2m約の2.土0m坑、南量わろま辺辺えれたたとてと、土状西東い坑態辺辺た中にでと¢央石は思は組残部わ内みにっ債れがlてはにる残いふ。ほなっ組ぽかてみ面おっにをたり使そ。、茶土甕師器陶皿・鍋・ 3れ柱てく0穴た西い-。SにたをO土。浅c2m坑北墓い大状辺検内の態握出の礫床で形しが面踏たの数み礫。は鱈下、固確東層め認かにら深れさらsz 9 椀、、釘器甕？ ・山 15C前

・D4 

C4 規Bm傭匹m•では東・は匹調は西東鯛検査検鋼出で区出で幅外L延・編き約に長約な0延は.か1.6び約m5っ、1m、黒5た深、m褐深。さあ色さ約り紀七0、,0東以. 1 . 調可る査。能区性東も壁あ付る近。はSK2別遺3を構切があった 13~14 
8D10 ってい

・16C ~F3 

SKll F4 直で径あ約る。0.9m、深さ約0.3mの土坑 直い径る。0.8mの陶器甕が埋められて 15C前

SK12 C4 直で径あ約る。0.6m、深さ約0.2mの土坑 SDlOを切っている。 土師器皿・鍋 室町

SK13 E5 直で径あ約る。0.4m、深さ約0.lmの土坑 土師器皿 室町

SK14 E5 直で径あ約る。0.4m、深さ約0.2mの土坑 土師器皿・鍋 室町

SK15 E5 直で径あ約る。0.7m、深さ約0.2mの土坑 土師器皿・甕 室町

D5 
南でお北あり規約る模1。.3は西m不側、明は深でSさKあ約1る70に。.4m切のられ土坑て 底構を切はがあっ2段てっにいたなる可。っ能て性おもりあ、る2。つSのK23遺 土甕師器皿・鍋・SK16 室町

• E5 

SK17 D5 約南み北0石.組約2m4みの.が5m土残、坑る東で。西あ約る3。.3南m辺、深にのさ S細じKはり16不の、1部明7分で、2暉をあ検る界。出あしたたりがに、焼浅土く混詳 土甕陶茶師椀器・器加甕11Il工・・鉢円鍋盤・・椀、山・15C前

SK18 C5 0南.3北m約の1.土2m坑で、あ東る西。0.8m、深さ約 ほをも検ぼあ出る中。央した部。で建直物径の20cm根石程のの可平能石性 土師器皿 室町

SK19 C5 籾南北.2約m0の.8土m坑、で東あ西る約。l.Om、深さ 土甕茶椀、師陶器器皿甕・・鍋山・室町

SK20 B5 直で径あ約る。0.8m、深さ約0.2mの土坑 土師器皿 室町

SK21 B5 直で径あ約る。0.8m、深さ約0.2mの土坑 土陶器師器甕皿・山・鍋茶椀、 室町

第 1表遺構観察表
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SK22 
B5 約の3土.坑5mでxあ約る1.。5m、深さ約0.2m下層でSK24とSK27とに分かれる。 土陶師器器山皿茶椀・鍋、 15C後
• C5 

SK23 
D4 東あ西る。約3Om深さ約0.2mの土坑で 北16部、1は7にSD切lOらにれ切るら。れ、 南部はSK土陶器師器山皿茶椀・鍋、瓦、 1月‘4’lj ~15 
• E4 

SK24 cs Sm土K2、坑2検でのあ出下面る層。かで検らの出深したさ約直0径.約4m1.の0 土陶器師甕器皿・山・鍋茶椀、 室町 切り合い不明

SK25 
B5 

• B6 
直で径あ約る。0.8m、深さ約02mの土坑 土師器皿・鍋 室町

SK26 
A6 

• B6 
約坑南北0で.約あ2m3るの.。0m周、囲東に西石約組2み.6をm持、つ深土さ 礫す内がべ側一てに段残面並っをべて揃いらえれるて。て20い"--'る40c。m南大辺のは 羽土山釜茶師椀器、皿陶、釘器・覧？ロ ・． 室町

SK27 B5 SmK2、2深のさ下籾層で.4rn検の出土し坑たで直あ径る約。1.2 S検辺K2か出2さらにれ平隣石な接かをす検っるた出遺。し構たでがあ、柱る。穴周は 土陶師器器山茶皿椀・鍋、 15C前

SK28 C6 籾南北.6約m1.の2m土坑、で東あ西る約。l.lm、深さ 埋土中に一部焼土が混じっている。 土甕茶師器陶皿器山 ・鍋・ ・椀、． 鉢皿、釘山 13CC 後~14 

SK29 B6 籾南北.約lm0の.8土m坑、で東あ西る約。l.Om、深さ SK30に切られている。 土師器皿・鍋 室町

SK30 B6 直で径あ約る。0.7m、深さ約0.2mの土坑 SK29を切っている。 土師器皿・鍋 15C中

SK31 即 東籾西.2約m1の.3土m坑、で南あ北る約。1.lm、深さ c土しm坑て程縁いの辺る礫部。がかま1たら個山、確土茶認椀坑でが中き央3た点部。出に土10 土甕、師陶器器皿山・茶鍋椀・13C中 中世墓の可能性があるが、不明。

SK32 即 0南人.北頭2m大約のの1土.礫3m坑が、で4東あ個西る残約。っI.土てOm坑い西深る壁。さ約に 土西な側坑か以でっ外たあがでっ石た、組周可能み囲性掘に形石も組あは検みる。出を持でつき 土甕師、炭器皿化木・鍋・ 14C 

SK33 即 籾南たに北。は.約最5m大1.の8m3土段、坑の東で石西あ組約るみ1.。が3m南確側認、半深で分さき 深辺出を持のさされ土つ0.坑土、5m井坑と程戸同とで様考と砂はのえ質考、らのれ周え基囲にる盤。にく層石いが組。検み周 椀茶土師椀？器、陶皿不器・明鍋甕鉄・・甕山、降14C以

SK34 B7 籾南北.2約m1.の2m土坑、で東あ西る約。0.8m、深さ 土甕、師陶器器皿山・茶鍋椀・室町

SK35 B7 籾南北.3約m0の.8土m坑、で東あ西る約。1 Om、深さ 土甕師器皿・鍋・ 室町

SK36 
D3 
南籾坑み北では.約2あ内m4側るの.。5にm周他面、囲のを東に揃土西石坑え約組てと3みい同.3mを様る持。、につ深石土組さ 北取く辺、り痕東と辺南と思辺でわははれ石比る較は小的少穴石なをのい確残が認、りし抜がたよき。土ロ師±椀器茶蘭皿、椀器不・椀•甕明甕、鉄、陶・ロ鉢器ク・13C前 5認土西~：坑壁で20c中はきm央撹な程部か乱のかにっ石らたよが北。り敷西、傭かほれのと床てん面いどtに・葎、

•ill 請

SD37 
(',6 
幅長約約20.3m、溝深でさあ約る5。cm、検出延 SK38を切っている。 土師器皿 中世 東で側きなはかSKっ36たと。撹乱により検出

• Cl .5mの

SK38 Cl 東で西あ約る。0.4m、深さ約5cmの土坑 S模能D3性は7不もに明あ切でるら。あれるてがお、り浅、い南窪北みのの規可 土師器甕 平安後

SK39 AB 形南北の土約坑1.で5mあ、る深。さ約0.3mの半円 模西側は不は調明査で区あ外る。に延びるため、 規 土師器皿・鍋 15C後

SK40 
D7 
籾南北.2約m0の.6土m坑、で東あ西る約。0.7m、深さ 土師器甕・杯 霜• E7 

SK41 
m 
籾南北.約lm0の.5土m坑、で東あ西る約。0.3m、深さ 土師器皿・鍋 中世

・E7 

SK42 E7 籾南北.約lm1の.3土m坑、で東あ西る約。1.2m、深さ 土陶器師山器茶皿椀・鍋、 中世

SK43 E7 形南に延北のび土約坑るl.たでlmめあ、、る深規。さ模西約は側0不は.2m明調で査のあ半区る外円。 土山茶師椀器鍋、 陶器 15C後

SK44 B8 東不は調明西査で約区あ2.外るlm。にの延土び坑るでたあめる、。規南模側は 2い0cたm。大の礫が大量に廃棄されて 土山茶師椀器鍋、 陶器 15C後 調あ査る。区外のため、規模は不明で

SK45 B8 籾南北.約lrn0の.5土m坑、で東あ西る約。1.2m、深さ 土陶器師器甕皿・鍋、 15C後

第2表遺構観察表
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遺 物

出土した遺物はコンテナバットに換算して約23箱

である。奈良時代から近世までのものがあるが、大

部分が中世後期のものである。以下、出土遺物の概

略を記述する。個々の遺物の詳細については出土遺

物観察表を参照されたい。

(1) 中世以前の遺物

縄文土器、奈良時代の土師器杯・土師器甕、平安

時代のロクロ土師器椀・土師器甕等が出土している。

縄文土器 1は、細部小片であるが、後期初頭のも

のと思われる。

土師器杯 2は、口縁部を横ナデし、外面底部をヘ

ラケズリし、内面底部に螺旋状の暗文を施したもの

である。また、内外面とも一部黒変している。 3は

高台がつき、外面底部をハケ後ミガキし、内面底部

に螺旋状の暗文を施す。ともに奈良時代後期のもの

と思われる。

土師器甕 5は内外面ともに頚部より下にハケを施

す。内面頸部付近には『X』状のヘラによる痕が認

められるが、意識的なものではなく、ヘラ当たりに

よる痕跡の可能性が高い。 8世紀後半頃のものと考

えられる。 4は口縁部の形態から、弥生～古墳時代

頃の甕の可能性があるが、外面のハケメ等から 6同

様8世紀後半頃のものと考えてよいであろう。

(2) 中世の遺物

土師器皿 S Kllから出土したほぼ完形の土師器皿

(8)には、外面に重ね焼き痕による焼成不良と考え

られる黒変が認められる。 7• 8• 11ともに、 13世

紀後半の頃のものであろう。

土師器鍋 S K17出土の9は、口径が約36cmの大

型の土師器鍋で、外面には横にハケメが施され、ロ

縁端部に折り返しのないものである。この形は他に

ほとんど出土例がなく、南伊勢系土師器鍋の大型の

ものとは別系統のものであろう。時期としては、伊

藤裕偉氏の南伊勢系土師器鍋編年Rの3a,.....__,3bの時期

に相当するものと思われる。調査区東壁面の8D6

埋土から出士した17は比較的残りが良く、ほぼ完形

のまま溝に埋められた可能性があるが、調査区壁面

崩落の危険があるため完掘できず、器の全体像は不

明である。

土師器鉢 S DlO出土の21は、外面を押さえた後、

縦のハケを施してある鉢状の器である。類例として

岩出地区遺跡群のケカノ辻・角垣内地区出土のも⑰

のがあり、底部は高台が付く。今回の調雀でも同様

の高台が出土しているが、 21と同一個体であるかの

確認はできなかった。

陶器山茶椀 13世紀前半頃の遺物としてSK31出土

の尾張型の山茶椀(13,-...__,15)がある。 3点とも高台部

分がナデッケで幅広くなっており、モミガラ痕が残

る。内面底部の磨耗の具合は3点で差が認められる。

15はほとんど擦れておらず、 13はやや擦れており、

14はその中間程度の擦れ方である。いずれも、藤澤

良祐氏の山茶椀編年町こよる尾張型の第6型式にあ

たるものである。 C5グリッドPit1出土の山茶椀(2

7)もほぼ同様の調整が施される。また、山茶椀のな

かには外面底部や側面に墨書の認められるものも数

点出土している (25• 31)。

その他の陶器常滑窯産の甕(16)、瀬戸産のおろし

皿(26• 34)等がある。

磁器 青磁椀が出土しているが、出土数は少ない。

35は、蓮弁文を施した龍泉窯のもので13世紀前半頃

のものである。

金属製品類釘状の鉄製品が十数点出土したが、い

ずれも腐食が激しく原形をとどめないものが多い。

東壁面から火打金(39)が 1点出土している。平面

二等辺三角形をなし、打撃部が反り上がり、紐穴の

ないものと思われる。 2/3程が残存する。鋳貨は、

北宋銭 2 点(40• 42)と朝鮮銭1点(41)が出土してい

る。

石製品類砥石(36,-...__,38)がある。

その他 S K17から円形加工品(10)が1点出土して

いる。土師器甕の体部を磨き、縁辺部を薄く仕上げ

ている。もう 1点(32)は陶器の底部が円形に残った

もので、円形加工品の可能性がある。

（越賀弘幸）

-14-
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塁g実捐No 註 遺構名 器形 計測値(cm) 謁整 ・技法の特徴 胎 七 焼成 色 調 残存度 備 考

I 11 5 F3 SK 11 縄文土 外：沈線後縄文 粗(~3mm
並
外：汲黄

少鈷 後期（北白川上陪頃）。
器 内：ナデ の小石含む） 内：灰黄

2 4 2 E7 SK 40 土師器 （口）16.8 外：ヨコナデ・ナデ・ケズリ やや密 並 橙 1/4 
暗文の切り合い不明。

杯 （高）2.9 内：ヨコナデ・螺旋翡暗文 内外面一部黒変。

土師器
外：ハケ後ヘラミガキ・ヨコナテデ・

やや密 （微
3 5 4 Cl 包含焙

皿
（底）12.6 ナデ

砂粒）
並 橙 1/3 杯B。

内：ナデ・蝶旋状暗文

4 11 2 F3 包含陪 士師器 （口）17.8 外：ヨコナデ・ハケ やや密 並
外；にぶい橙

1/8 
古式土師器、奈良後

甕 内：ヨコナデ・ハケ後ナデ 内：浅黄橙 期？

5 5 3 E7 SK 40 土師器 （口）14.5 
外：ヨコナデ・ハヶメ やや密 （微

並
外：にぶい橙

1/6 
内面頚部に 『x』状

甕 内ヨコナデ・ハケメ 砂粒） 内：灰白 にヘラ跡。

土師器 外：ナデ・ハケ
やや粗(~3

6 II I F.6 SK 31 
甕
（口）18 

内：ナデ・ハヶ
mmの小石 並 にぶい橙 1/8 
含む）

7 1 4 D3 SK 4 土師器 （口）12.4 外：ナデ・オサエ やや粗 並 淡黄 4/5 
Ilil （高）2.3 内：ナデ

8 2 2 F4 SK 11 士師器 （口）7.6 
外：ヨコナデ・オサエ

やや密 並 淡赤橙 完存
底而に焼成不良と思

on （高）I.I 内：ヨコナデ われる変色。

9 IO I D5 SK 17 土師器 （口）36.4 外：ナデ・オサエ・ハケメ
粗(~2mmやや 外：にぶい黄橙 ロ縁 中世の大形鍋。出土

鍋 内：ナデ・ケズリ の小石含む） 不良 内：灰黄褐 1/6 例少ない。

土師器
外：ハケメ

JO 6 4 お SK 17 加工円 （径）4.2 密（微砂粒）並 浅焚橙 完存

盤
内：ナデ

11 6 2 DI SK 23 土師器 （口）7.7 外：オサエ 密 （微砂粒
並 浅焚橙 完存

皿 （高）1.2 内：オサエ後ナデ 含む）

12 3 1 B6 SK 26 土師器 （口）38.0 外：ヨコナデ・貼付ナデ・ハケメ やや粗 並 淡黄 1/4 
外面鍔より下、全体

羽釜 （鍔）44.5 内：オサエ・ヨコナデ・ハケメ にスス付沼。

陶器 （口）16.2 
外：ロクロナデ ・糸切り痕・モミ

謁台をなでつけ薄く
13 I 2 ai SK 31 ガラ痕 並 並 灰白 J/2 

山茶椀 （芯）4.7 
内ロクロナデ

幅広。尾張6、No.I 

陶器 （口）14.7 
外：ロクロナデ ・糸切り痕・モミ

ロ縁部なし。
14 1 1 D5 SK 31 

山茶椀 （高）5.5 
ガラ痕 やや粗 並 灰白 5/6 

尾張6、No.2 
内：ロクロナデ

15 1 3 E6 SK 31 
陶器

（底）4.7 
外：ロクロナデ・モミガラ痕

やや粗 並 灰白 1/3 
店台をなでつけ薄く

山茶椀 内：ロクロナデ 幅広。尾張6、No.3 

陶器 外：ロクロナデ
やや粗(l~

褐16 5 2 84 SD 3 
甕 内：ロクロナデ

2mm大の 並
にぶい褐

小片 常滑産。
小石）

土師器 外：ヨコナデ・ハケメ・ヘラケズリ
外面全体スス付粁。

17 4 I F2 SD 6 
鍋
（口）33.8 

内：ヨコナデ・ハケメ・ヘラケズリ
やや密 並 にぶい貨橙 1/4 伊藤編年4C。

東壁面

18 1 5 E4 SD 10 土師器 （口）11. 8 
外：ナデ・オサエ

やや粗 並 淡黄 4/5 
Jill （高）2.9 内：ナデ

第 3表遺物観察表
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＂ 
実測No 藷 遺構名 器形 計測値(cm) 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備 考

19 6 1 D1 SD 10 
土師器 （口） 12.3 外：ナデ・オサエ やや密（微

並 灰白
ロ縁

皿 （高）2.4 内：ナデ・オサエ 砂粒） 1/8 

公） 6 3 D1 SDIO 
土師器 （口）7.4 

外：オサエ内．オサエ後ナデ
やや密（微

並 灰白 完存
皿 （高）1.0 砂粒）

21 3 2 E4 SD 10 
土師器
（口）22.0 

外ヨコナデ・オサエ後ハケメ
やや密 並 にぶい黄橙 1/4 高台が付くものか？

鉢 内：ヨコナデ・ナデ

土師器
上：オサエ・ナデ

つま

22 6 5 rn SD 10 茶釜 密 並 にぶい黄橙 み部

蓋
下オサエ・ナデ 分

23 6 8 D4 SD 10 
陶器
（口）12 

外：ロクロナデ・糸切り痕•施釉
密 並

淡黄 釉：
小片 瀬戸産。

縁釉皿 内ロクロナテ,. 施釉 灰白

24 6 6 D4 sz 9 土師器 （口）7 9 外：ナデ・オサエ やや密（微
並 浅 1/4 

皿 （高）1.1 内：ナデ 砂粒含む）

陶器 外：ロクロナデ
やや粗(~2

25 2 4 Di sz 9 mmの小石 並 灰白 少量 墨書あり。尾張産。
山茶椀 内：ロクロナデ

あり）

陶器
外：ロクロナデ・糸切り痕

＂ 
瀬戸産。裏込めから

26 9 2 C5 sz 9 おろし （底）8.0 内：ロクロナデ後網目状横線 密 良 にぶい黄橙 出土。
皿

陶器山茶
外：ロクロ やや

切 5 1 C5 P『4 （口）14.2(高）5 7 ナデ・貼付 密 並 灰白 底部完存
椀

古向ムロ・ヨコ （微

汲 2 1 C5 包含層
土師器 （口）7.5 外：ヨコナデ・オサエ

やや密 並 灰白 完存
皿 （高）1.2 内：ヨコナデ・オサエ

公 2 3 E4 包含層
土師器 （口）7.8 外ヨコナデ・オサエ

やや密 並 灰白 3/5 
皿 （高）1.2 内：ヨコナデ

30 10 2 AB 包含層
土師器
（口）31.4 

外：ヨコナデ・ナデ・オサエ
密

やや
浅

ロ縁
羽釜 内：ナデ 不良 1/16 

陶器 外：ロクロナデ・墨書
やや粗 (1

31 8 1 E2 包含層 （口）12.5 mm-----3mm 良 灰白 1/6 尾張産。墨書
山茶椀 内：ロクロナデ

の砂粒含む）
陶器

外：糸切り痕・ナデ 悶靡32 10 3 B8 包含層 加工円 （底）3.8 
内：ロクロナデ

やや密 並 灰白
盤？

33 10 4 表土
土師器 （口）7.1 外：オサエ

やや密 並 外：浅にぶ黄橙い黄橙 5/8 
皿 （高）0.75 内：ナデ 内：

陶器
外：ロクロナデ・糸切り痕 底部

34 9 1 表土 おろし （底）9.0 
内：ロクロナデ後網目状横線

密 良 にぶい黄橙 1/4 
瀬戸産。

皿

青磁
外：ロクロナデ・ロクロ削り•蓮弁 灰白

底部 着内外面とも釉薬が付
35 8 2 表土

椀
（底）5.0 文 密 良 釉薬：灰オリー 1/2 。龍泉窯。

内：ロクロナデ ブ

36 8 3 D7 SK 36 砥石
にぶい黄橙、淡
黄

37 8 4 E4 SD 10 砥石 灰

38 8 5 D5 包含層 砥石
浅
にぶい黄橙

39 9 3 F2 東壁面 火打金

40 7 3 F4 SK 11 
煕寧元 （北宋）1068年
賓

41 7 1 C5 包含層
朝鮮通 （朝鮮）1423年
賓

42 7 2 E3 包含層
紹聖元

（北宋）1094年
賓

第4表遺物観察表
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今回の調在結果は、多気町内における中世の歴史

を考える上で、いくつかの成果を上げることができ

た。中世以前に関しては、遺構・遺物ともにまとまっ

たものは出ておらず、残念ながら今回の調査では明

確な考察はできなかった。しかし、中世から近世に

かけては比較的好資料が発見され、今後の多気町内

の歴史的検討のために、貴重な資料となることと思

われる。ここでは、中世の集落としての多気町牧地

区をいくつかの面から検討してみたい。

今回の調査区は、牧（現在の中牧地区の集落内）

を東西に走る伊勢本街道から北に約200mほどはず

れた場所であり、櫛田川に向かってなだらかに低く

なっていく低位段丘面上にある。牧付近で大きく曲

流した櫛田川は、相可で一気に広い平坦地を展開さ

せる。牧地区は櫛田川中流域と下流域との変換点に

あたるともいえる。交通の要所であると同時に、伊

勢平野への出入口として戦略上重要な場所であった

こともうかがえる。室町時代には北畠氏の支配を受

け、家臣岡小四郎が鍋倉峠南側の標高100mの山頂

に城を築き、麓に居館を構えたと考えられている。

櫛田川に舌状に張り出した浅間山の麓の低位段丘面

には、多くの中世の遺跡が広がることからも、牧城

を中心に麓一帯に集落が点在したのであろう。しか

しながら、調査区付近の土質は、砂質土系であるた

め保水性に劣り、良質の水田は得られにくかったと

思われる。したがって、大きな集落には発達し得ず、

北畠氏の滅亡とともに埋もれていったのではなかろ

うか。

今回の調査で、特筆されることは、周囲に石組み

を持つ土坑をいくつか検出したことである。 SZ9、

① 奥義次 「牧城」 （『三重の中世城館』 三重県教育委員会、

1976年）

② 『勢陽五鈴遺響(4) 飯野郡飯南郡 多気郡』 三重郷土資料

刊行会、 1977年

③ 海住春弥ほか 「伊勢本街道」 （『初瀬街道・伊勢本街道・和

歌山街道一歴史の道調査報告書ー』 三重県教育委員会、 1982年）

④ 奥義次 「大原堀遺跡」（『松阪市史第二巻資料編考古』

松阪市史編纂委員会、 1977年）

S K17、SK26、SK36は方形の土坑であり、 SK

4、SK32、SK33は円形あるいは楕円形の小規模

な土坑である。土坑埋土からは、主に中世の土器片

が出土した程度であり、土坑の性格を決定付けるよ

うな遺物は出土していない。方形の土坑群は、規模・

形状からみても、掘建柱建物に伴ういわゆる南東隅

土坑のようであるが、 SK17以外は周辺に掘建柱建

物を確認できなかったため南東隅土坑とは考えにく

い。また、四隅の石を根石としてその上に柱を建て

ていた可能性もあるが、四隅の石には根石として使

用された様子もなく、これらの土坑の場合には、覆

い屋的な建物の存在も考えにくい。当遺跡周辺の石

積みをともなった土坑としては、当遺跡から南東に

山を隔てた釈尊寺遺跡でも検出され、小祠の故地で

はないか⑮と考えられている。石組み土坑そのもの

は、室町時代にはしばしば見られるものであるが、

当遺跡の石組み土坑の性格は不明である。また、こ

れらの14世紀後半から15世紀前半頃と考えられる土

坑群と、それよりやや下る時期の掘建柱建物および

柱列との関連ははっきりしなかった。

中世後期に、櫛田川の石を生活に利用した集落が、

伊勢本街道にほど近いこの地域に存在したことが確

認された。建物の根石や土坑の周囲に石を利用する

ことによって、砂質系の脆弱な地盤上に安定した施

設を建設したものと考えられる。

調査区を東西に走るSDlO等の溝や南北に走るS

D3とこの集落との関連など、今回の調査で不明な

まま終わった遺構に関するいくつかの問題点を含め、

この遺跡の性格を明らかにするために、今後の調査

に期待したい。 （越賀弘幸・伊藤裕之）

⑤ 奥義次 「王子広遺跡」 （『松阪市史第二巻 資料編考古』

松阪市史編纂委員会、 1977年）

⑥ 田村陽一 「上ノ広（森下池西方）遺跡」 （『近畿自動車道

（久居一勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 第 1分冊 1』三重県教

育委員会、 1989年）

⑦ 田村陽一 「花ノ木（山崎）遺跡」 （『近畿自動車道（久居一

勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 第 1分冊 1』三重県教育委員会、

1989年）
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⑧ 田村陽一 「浅間山北遺跡」（『近畿自動車道（久居一勢和）埋

蔵文化財発掘調査報告 第1分冊 1』)三重県教育委員会、 1989年）

⑨ 田村陽一 「浅間山南遺跡」 （『近畿自動車道（久居一勢和）

埋蔵文化財発掘調査報告 第1分冊 1』三重県教育委員会、 1989年）

⑩ 田村陽一 「下村A遺跡」 （『近畿自動車道（久居一勢和）

埋蔵文化財発掘調査 第 1分冊 1』三重県教育委員会、 1989年）

⑪ 下村登良男 「御麻生薗寺」 （『松阪市史 第二巻 資料編

考古』松阪市史編纂委員会、 1977年）

⑫ 野原宏司• 河北秀実ほか 「牧瓦窯跡群」 （『近畿自動車道

（久居一勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 第一分冊2』三重県教

育委員会、 1989年）

⑬ 弥永貞三・谷岡武雄編 『伊勢湾岸地域の古代条里制』 東京

堂出版、 1979年
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⑭ 野原宏司 「鍬形（牧）中世墓群」 （『近畿自動車道（久居一

勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 第一分冊2』三重県教育委員会、

1989年）

⑮ 田村陽一 「釈尊寺（中牧）遺跡」 （『近畿自動車道（久居一

勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 第 1分冊 1』三重県教育委員会、

1989年）

⑯ 伊藤裕偉 「伊勢の中世煮沸用土器から東海を見る」 （『鍋と

甕 そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム、 1996年）

⑰ 伊藤裕偉 「ケカノ辻・角垣内地区」 （『岩出地区内遺跡群調

査報告』三重県埋蔵文化財センター、 1996年）

⑱ 藤澤良祐 「山茶椀研究の現状と課題」 （『研究紀要 第3号』

三重県埋蔵文化財センター、 1994年）

⑲ 田村陽ー前掲⑮
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